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間における平均 GDP 成長率は 6％を超え（サービス産業の成長率は 7％）、物価も東南アジ




























図表 2 は1988年から2017年までの30年間にわたるベトナムにおける FDI の集計を表した













項目 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
GDP成長率（％） 5.7 5.4 6.4 6.2 5.3 5.4 6.0 6.7 6.2 6.8
　サービス業（％） 7.6 8.6 7.2 6.8 5.9 6.7 6.2 6.3 7.0 7.4
人口(百万人） 85.1 86.3 86.9 87.8 88.8 89.7 90.7 91.7 92.7 93.7
一人当たりＧＤＰ（ドル） 1,154 1,181 1,297 1,532 1,753 1,902 2,049 2,088 2,172 2,306
消費者物価指数（％） 23.0 6.9 9.2 18.2 9.2 6.6 4.1 0.6 2.7 3.5
直接投資（ＦＤＩ，百万ドル） 11,500 10,001 11,000 11,000 10,047 11,500 12,500 14,500 15,800 21,276






FDI を決める要因に関する研究として J. ダニングの OLI 折衷パラダイムがよくあげ
られる。ダニングは、企業の海外進出に先立って、競争優位要因として自社の所有優













CJ はフォーチュン誌の企画「2016年世界を変える７つの革新企業（7 world-changing 
companies to watch）」にアジア企業として唯一選ばれた。その内容は KOICA（韓国国際
協力団）と CJ がベトナムで展開している「セマウル運動」が、企業による CSV（Creating 





No. 国・地域 件数 構成比 累積投資額 構成比
1 韓国 6,549 32.1 57,862 21.9
2 日本 3,607 17.7 49,307 18.6
3 シンガポール 1,973 9.7 42,541 16.1
4 台湾 2,534 12.4 30,867 11.7
5 バージン諸島 744 3.6 22,535 8.5
6 香港 1,284 6.3 17,934 6.8
7 マレーシア 572 2.8 12,275 4.6
8 中国 1,817 8.9 12,023 4.5
9 米国 861 4.2 9,894 3.7
10 タイ 489 2.4 9,289 3.5





















Dreamworks SKG に 3 億ドルを出資する。翌年には社内カンパニーとしてエンタテイメン









































売 上 高 8,194 4,746 9,000 4,509 449 26,899
営業利益 335 243 462 251 67 1,358














































































しかし、韓国は映像物の著作権（Intellectual Property Rights）による 2 次市場がほぼ成
立しない市場になっていて、映画市場は興行部門（映画館）に偏って成長してきた 4 ）。しか
も、急速に成長した興行部門の更なる成長余力は乏しく、市場規模は伸び悩んでいる。大ま


















みえるが、実をいうと買収後の PMI（Post Merger Integration）に力を入れ、CGV ブラン
ドによる統合は2014年のことであった。
4 ） KOFIC（2016）の「2014　韓国映画産業の実態調査と収益性分析」によると、韓国映画収入の内訳は興行
部門（映画館）が87 .5％を占めており、映画の 2 次市場（DVD、ネット配信ほか付加収入）は9.2％に過
ぎない（P172参照）。
図表 5　CGV のグローバル展開
地域 韓国 中国 トルコ ベトナム インドネシア ミャンマー 米国
サイト 133 81 88 38 27 5 1








69％を握っている。つまり、興行市場の半分と配給市場の 7 割を CGV 一社が握っている。
図表 6 はベトナム主要映画館の関連状況をまとめたものである。
現在、ベトナム映画の興業部門は韓国系（CGV とロッテ）が 6 割強を占め、残りを現地
企業である Galaxy などが分かち合っている。





ントによって制作された。CJHK はホーチミンに現地法人を構えている CJE&M とベトナム
制作会社ＨＫフィルムによる合弁会社である。
同作品は2011年韓国で750万観客を動員したヒット作のリメイク作として、2018年 3 月 9
日ベトナムローカル市場で封切りされ、歴代興行収入 5 位を記録した。これによってベトナ





4 位「マイが決める 2」（2014年、475万ドル）、5 位「ゴゴ・シスターズ」（2018年、460万ド




CGV 137 100 128 365 61 3.66
ロッテ 43 22 106 171 38 2.92
Galaxy 53 7 29 89 14 2.74
その他 74 46 119 239 55 2.64
総計 307 175 382 864 168
出所：CJCGV Vietnam 資料を参考に著者作成
図表6　ベトナム映画館の関連指標














































































観客数（万人） 5,100 11,000 25,000
国産映画制作（本） 41 80 160
年間封切り本数 240 350 500
　・海外映画 199 270 300
スクリーンの数 538 800 1,200
注）ベトナム映画局発表「2020-2030’s Target」資料から修正作成
図表 8　アジア国家別映画鑑賞データ
日本 シンガポール 韓国 中国 タイランド ベトナム
鑑賞料金 11.64 7.25 7.06 5.11 4.17 2.99
鑑賞回数 1.4 3.4 4.3 1.2 0.7 0.5
スクリーン 3525 257 2766 50776 1200 538








E&M は2011年の現地映画「クィック」の配給に続き、2014年「マイが決める 2（De Mai 
Tihn 2）」の制作に初参加した。その結果は、なんと同年の興行成績 1 位達成という輝かし
いものであった。














































次に、ベトナム CGV の韓国での企業公開（IPO）が今進行中である。韓国での IPO を通
して調達する資金でベトナム現地での攻撃的な投資につないでいくことが予想される。












年度 出来事 備考 
2010 ホームショッピング事業開始 合弁会社 SCＪの設立 
2011 映画館事業への進出 CGV によるメガスターの買収 
2014 ローカル映画制作に参画 E&M 現地法人の設立 
2016 CJ ブルー設立（コンテンツ制作） E&M による現地会社の買収
2018 「ゴゴ・シスターズ」の封切り 歴代興行収入 5 位を記録 
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